
日本語 ・朝鮮語の表現 につ いて

一 受身と使役一

大 村 益 夫

〔一〕[ま じめに

外国語 と日本語の対比が日本語致育の上で有効であるか否かの一般論は

さしおいて,朝 鮮語工}を解する日本語教育者がきわめて少数である現状に

おいては,日 朝両言語の対比は容易にその有効性を発揮しえない,と わた

しは考える。わたし自身の経験についていえぱ,わ たしの知らない外国語

と日本語 との対比についての論文は読む気がおこらないし・多少知 ってい

る外国語 と日本語との対比論は,だ いたいが啓蒙的 ・非専門的 ・思いつき

的なものが多 く興味をそそられない,と い うのが正直な.ところである。

しかしながら・ 日本語教育を専門 とする者が,同 時に朝鮮語の専門家で

あることは困難であろうし・その限 りにおいて朝鮮語の専門家からの対比

論は,そ れなりに有効性をもつであろ う・その意味で朝鮮語専門家の2論

文 と,日 本語教育専門家の1論 文を次に紹介してお く。

(一〉 塚本勲r日 朝比較表現論』(国 立国語研究所r日 本語 と目本語敢

育』所収。S51.5)

この論文は 「朝鮮人に日本語を教授する教師の参考のために」朝鮮語

がどんな外国語であるか,語 順 ・動詞 ・助詞 ・敬語 ・翻訳等について概

括的に叙述してい る。

1)本 論における朝鮮語 という語は,学 問的 ・歴史的 ・文化的範疇に属する用法

であることをあらかじめおことわ りしておく。
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(二〉 北嶋静江 『日本語朝鮮語対照言語学の展望』(『朝鮮学報』85輯 。

S52,10)

個々の具体例を示しながら日朝両国語の文法の一部について比較対照

している。学会誌に発表したものではあるが,朝 鮮語激師であれば一度

は必ず教室でぶつかる問題をとりあげて論じている。

(三)『 韓国人学生に対する日本藷教育の留意点及 び今後 の研究課題』

(国際基督教大学,1975年 度文化庁委託研究〉。

網羅的 ・総括的でないが,日 本語教育の立場からの問題意識には富ん

でいる。今後も 「日韓両語の用言活用の仕方と類似性の整理」をし,「用

語活用形の用例 と日韓対照表」,.r韓国語の語尾の用例集 と日本語表現対

照表」を作成する予定 らしいが,あ まりに遠大すぎて実現可能な計画で

あるように思われなし・o

以上3論 文のほかにも李文子の 『現代朝鮮語の受身表現について一 日

本語との対照一 』 とい う学会発表があるとのことだが,活 字化 されてい

ないので見 ること力主できない。

日朝両言語を統体 として対照しようと試みたのが上記3論 文であ り,日

本語教育をおこなお うとす る人にはぜひ一読をおすすめしたい。この3論

文がある以上,わ たしは同一のテーマについて書 く気はない。外国語との

比較対照が,日 本語教育に どれほどの有効性をもちうるかについて楽観主

義者ではないわたしがでぎることといえば,ひ ごろ悩まされている朝鮮語

の受身2)や 使役の表現がどのような体系をもつかを,き わめて不完全なが

らも,日 本語 との対比を念頭におきつっ述べることくらいであろう。

「れる」 「られる」 は通常,受 身 ・尊敬 ・自発 ・可能をあらわす とされ

る。ところが朝鮮語においては,こ の四意を表わそ うとすれぱ,そ れぞれ

まったく別個の表現形態をとる。朝鮮語を母国語とする日本語学習者は,

初期の段階でまず助動詞と称せられるものの前にとまどい・かつ・なかな

かこの部門を卒業でぎないといえよう。北では,通 常,名 詞 ・数詞 ・代名

2)朝 鮮語では一般的に 「被動形」「被動態」という語を使う。
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詞 ・動詞 ・形容詞 ・冠形詞 ・副詞 ・感動 詞の8つ の品詞 を設定 し,韓 国=

南 では これに助詞を加 える。助動詞 はたて よ うがない(韓 国で は,「 ～ てみ

る」「厚て くる」 といった補助動詞 を助動詞 と称す るこ とがあ る).日 本語

ク)学校文法 にお ける受身 ・使役 の助動詞 に相 当す る機能 は,朝 鮮 語 の場合,

直 接的 には接尾辞(補 助語幹 とす る説 も有 力〉が はたす。 この接尾辞 は次の

よ うな特性 をもつ。(1)尊 敬 ・時称 の接 尾辞は原則的 にすべ ての動詞にっ

き うるが,受 身 ・使 役の接 尾辞 は一部 の動詞 に しか つかな.い。(2)受 身 ・

使 役の接尾辞 は他 の接尾辞 にさきだ って動詞語幹 のす ぐ後 につ く。(3)他

の接尾辞(た とえば尊敬〉はそれが直接つ く動詞 だけでな く,動 詞の前 にあ

る語旬 ・文章等に も関連 をもち うるけれ ども・ 受身 ・使 役の接尾辞 は直接

っ く動詞 にのみ作用す る。

〔二〕 受身 ・使役の用例

本論は3つ の部分から構成される。第1は,日 本誘の受身 ・使役の表現

を朝鰭語に置ぎかえようとするとき,可 能な場合もあ り不可能な場合 もあ

るのだが,可 能な場合にどうい う表現をとるかを分類してみる。

第2に,朝 鮮語 の受身 ・使役表現の全体像の概略を紹介してみる。 この

部分は1978年7月20日 の講演の際に資料 として配布したが,原 稿にする

にあたっては,枚 数の制約上,大 幅に圧縮 した ことをおこ.とわ りし てお

く。

第3は,国 立国語研究所r現 代語の助詞 ・助動詞』 のrさ せる」rし め

る」「せる」「られる」「れる」の全用例の文章を朝鮮語訳した上で,日 本

語 との対比を試みようとするものである。

〔1)受 身の用例

この章の用例は,目2例を除いてすべて 『日本文法大辞典』(松村明編,明

治書院,S46年)のr受 身の助動詞」,r使 役の助動詞」の項にひかれてい

るものである。なお()内 は朝鮮語の直訳である。

a型
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(イ)子 供が先生にほめ られる。

司屯o耳7ト先生瑠司刈 称賛3〕金 畦モ耳。

(子供が先生に称賛を受ける。)

(・)入 賞者は賞金を与えられる。

.入賞者七 賞金含 壁モ叫。

(入賞者は賞金を受ける。)

または,

入賞者ゼ 賞金含 壁刈 塁叶。

(入賞者は賞金を受けるようになる。)

入賞者州モ 賞金01授 与塁叫。

(入賞者には賞金が授与される。)

のちに述べるように,韓 国語でも埜晦(使 う)に対して五〇1叫(使われる)

があり,量 耳(売 る〉に対して量司叫(売 られる)がある。 だが・rほ められ

る」.「与えられる」「愛される」 等にあたる単独の動詞はな くて,「 称賛を

受ける⊥「(賞金を)受ける」「愛を受ける」のごとく表現しなければならな

い。その際に使われる動詞は暗可(受 ける)だけでなく牙瀞叫(当たる)も使

われる。

(ハ)人 より早熟なK嬢 はこの手紙事件によって停学させられた。

せ量旦舜 早熟量K嬢 名01便 紙 事件皇三 停学母戴耳。

(人々よ り早熟なK嬢 はこの手紙事件によって停学に当たった。)

「そんな事をされるとは思いもよらない」 という文を,朝 鮮語では 司7ト

ユ赴 喫金 量.量 名 碧冴兼1ヱ 矢赴舜。(お まえがそんな よからぬ事をする

とは考えもできない)と 表現するのがふつ うだが,司 司州 ユ屯 望含 喝量

3〉 漢 字の字体の問題についていまは触れない。字体の問題は,朝 鮮民主主義人

民共和国では,特 殊な歴史的事物をあつかう文章等を除いて,一 般言語生活の

なかでは漢字が使用されないから間題にならない。韓国では少数の略字以外は

旧宇体が使われている。多数の略字の制定 よりは,使 用漢字の削減 ・撤廃をめ

ざしているようだ。本論では朝鮮語の文章のなかでも日本の当用漢字体をその

まま使 うことにす る。
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量金 碧考埴三 吊妊 ニト。(お まえにそんな ことを当た るとは考 えもでぎな

い)と も言 えない こともない。 また,「 妻が夫に浮気を され る」 は,甘 萢01

立 唱暑 竜立呈 罰7ト 明4音 ぞ舜 レ}。(夫 が誤 入 〔浮気〕す る ことに より

妻 が背 信を当た る)と 表現 され る。

b型

(イ)子 供 に泣かれ て閉 口した。

。月717ト 音oiズ『 喜01設 叫 。

(子供が泣い て魂が 出た一 ひ どいめにあ った 。)

(P)君 に そ こに立 ってい られ ると,僕 が通れ ない よ。

ス}日17ト円71州 ズ『 鍛立屯 州7ト せ 牛 獣土o

(君が そ こに立 ってい る と,僕 が 行けない よ。)

(ハ)遠 足 の途 中で雨に降 られたo

目至署 途中州壌 司暑 唆 吸斗。

(遠足 の途中で雨を迎えた。)

「子供に泣かれ る」「君 に立 ってい られ る」 「雨に降 られ る」 等に対応す

る朝鮮語 の受 身表現は ない。 そのかわ りに 「子供が泣 く」 「君が立 ってい

る」「雨を迎え る」 の ように直接的 な表現 をす る。 迷 惑や被害 の感情は動

詞そ の ものでは表現 で ぎず,文 章全体 とのかかわ りのなか で表現す るほか

ない。

日本語炉 らみ る と朝鮮語は実に受身表現 の幅がせ まいが,朝 鮮語 か らみ

れば 日本語は不必要な ところに まで実に受身を多用す る。

b型 の例 をさ らにあげれぽ,r親 が子 に死 なれ る」は 可毫ol呼 司ス1且叫

岨刈 そ 需ヨ斗。(息 子が 父 よりさぎに死滋)に,「 とな りの犬 に ほ え つ か れ

た」は01受 智増 ア『オ レト著 ユ可 誤銀叫。(と な りの家 の犬がわ た しを見

てほえた)に,「 かれは敵に息子を殺 された」は ユ唱oト 音01胡 司 刈 要 票

叫。(か れ の息子 が敵 に死んだ)に な る。つ ま り 「死なれ る」「ほえ られ る」

r殺 され る」 とい った表現 がないのである。.も っとも ユモ 眉則刈6ト 量告

囲 唆71銀 耳(か れは敵に息子を奪われ た)と 動詞をかえ てし まえば可能 では
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あるが。

c型

二字 の漢字語 に一計耳 価adaす る)が ついた計 叫動 詞の一部は,計 斗 のか

わ りに一男叫(tOdaさ れ る)を つければ受身にな る。

(イ)名 誉が殼損 され るo

名 誉7ト 鍛損量叫。

(名誉 が殿損 され る。)

(β)犯 罪が 当局 によって摘発 され る。

犯罪7ト 当局州 釧司刈 摘発篭 婆。

(犯 罪が当局に よって摘発 され る。)

(ハ)会 社側 に よって一方 的に 閉会が宣 言 された。

会社側 州刈 一方的三呈 閉会7ト 宣言胡銀斗。

(会社側か ら一方的に閉会が宣言 された 。)・

d型

朝鮮語 のr部 の自動詞 ・他動詞の語 幹の後に接尾辞を挿入し受身を あら

わす 。「れ る」「られる」 をつけて受身 を あ らわ す 日本語 と対比 でぎるの

は,本 来的には この型 だけであろ う。

(イ)樹 木にか こまれ た家 々

樹木司 号 司舜唱 噌巻

(樹木 にか こ'まれた家 々)

(ロ)こ の本 は広 く学 生たちに読 まれてい る。

q潮 名 ・4司 学生量黄1州 領胡ス1ヱ 銀じ粘

(この本は広 く学生た ちに読 まれてい るo)

(ハ)大 きな足跡 が見 出され る。

司斗 そ 壁叫罰7ト 」孟q1叫 。

(大 ぎな足跡が見 える。)

(イ〉ではタ}レト(s蕗daか こ う)を 舛01じ ト(ssaidaか こ まれ る)とiを 語幹 と

語尾 の間に入れ,(ロ)で は釦叫(ikta読 む)を 割司 可(ilkhida読 まれ る)と
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hiを 入 れ・(ハ)で もユ斗(poda見 る)を 旦01叫(po三da見 え る)とiを 入れ

て受身 に している。 もっ とも呈01斗(poida)がr見 られ る」の意味 で使 わ

れ る ことはまず な く,「 見え る」 とい う自動詞 の意味で使われ るのが普 通

で ある4)。

〔1〕 使役の用例

a型

(イ)今 月か ら外来者 に もプールを使用 させ る ことに した。

糟 　来者　 櫓 援羅 ぞ凱

(こ の 月から外 来者に もプールを使用す るよ うに した 。)

(・)そ んなに読 みたければ読 ませ てや って もよい。

瑚 ㌍遡 離 尋調 斜
(そ の よ うに読みた ければ読 む ように して もよい。)

(ハ)何 が彼女をそ うさせたか。

吊 喫。1ユ 場暑 ユ 剃 言伺 墾 レト。

(何が,彼 女をそ の ようにす る ようにしたか)

この型は,「 ～ のよ うにす る」 とい う意味で,胡i計 晦(一kehada)ま

ヰ)朝 鮮語のもうひとつの受身表現に 一ス1斗(t∫ida)があ る。oi司 量 事実斗芒 関

係曝01文 学史的 連結点。1手可4千 銀4セ 点金 否定日ス1番 モ斗(こ うし

た事実 とは関係な く文学史的連結点が与えられ うるという点は否定されない)。

また,○ ○モ 三オ岳 斗菅研 依群肩ol早 嫡庖 奥01叫(○ ○は熱い愛によって

なしとげられたものだ)o

上 の文で,手 叶(与 える),。1早 可(な しとげる)に ス1叶がついた干司ス1叫,01

早 明刈叫等は,確 かに日本語の受身表現の翻訳に使われるが,韓 国語の刈叫自

体は,も ののな りゆきや変化,「～のようになる」とい う意をあら.わす もので,

受身の意識は副次的なものと思われる。
「衆生」量oiol方 法q1依 司 判司社 顔ol可(「衆生」〔作品名〕などがこの方法

によって書かれたのである)。 この文の判司ス1叫=埜 。1司ス1叫(書かれるように

なった)の ごとく,墨 身(書 く)の受身形輩q峠 の上に,さ らにス1晦をつけてい

るところからみても,ス1叫 が第一義的に受身を表現するとはいえないだろ う。
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たは一呈尋計 叫(一torokhada)を っ けて,実 質的に使役の意味をあらわ そ

うとする方法であ る。使役をあ らわす接尾辞な どを使 うこ とな く,文 中で

動詞 の主語を巧みに変えて表現す る。(イ)り 用 例でいえば,「 使用苛 叫」

(使用す る)の 主語は 「外来者」 であ り,後 の 「計叫」(す る)の 主語はか く

された主語 「われわれ」 である。 「(われわれは)外 来者が使用す る ように

した」 とい う形で使役をあらわす わけである。

目b型

(イ)今 月か ぎ り退職 させていただ ぎます。

。1望 呈矧 退職淋裁音珂叫
。

(こ の月を もって退職いた します)

(・)法 範疇は右の よ うに展開を とげ しめ られ るとともに,

法 範疇告 期 舛 せol展 開琶斗 同時州

(法範疇は右 のよ うに展開す ることと同時に)

b型 は 日本語の使役に対応す る朝鮮 語がないために他の表現 を とるもの

であ る。「させ ていただきます」 とい った もらて まわ ったいいかたは,あ

る意 味では きわめて 日本的表現 であ るか もしれない。朝鮮語では直 裁に 自

分 の意志 を述べ るだけ であ る。

c型

(イ)先 生が生徒 に本を読 ませ る。

先生 望01学 生司国 冊含 錫司叫。

(先生が学生 に本を読 ませ るo)

(ロ)人 を笑わせ る。

毫}金 辛7叫 。

(他 人を笑わせ る。)

動 詞語幹 に使役 の接尾辞司(hi),71(ki),01(i),司(r圭)等 をつけ るの

がc型 である。

d型

(イ)医 者に健康診断を させた。
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医師司抑1健 康診断音 刈戴叫。

(医者に健康診断をさせた。)

(・)伝 染病を発生させてしまった責任は重大だ。

伝染病告 発生λ1誼ql州 赴 責任名 重大嵜叫。

(伝染病を発生させたことに対する責任は重大だ。〉

一計井(す る)を一刈ヲ1叫(させる)にかえて使役をあらわす。二宇の漢字語

を語幹にもっ 計叫(hada)動 詞には この形をとれるものが多い。

〔三〕 朝鮮語の受身形 ・使役形

もとの動詞 とその受身形 ・使役 形の関係を述べ るにあた ってい くつ かの

限痒条件をあ らか じめ設定 しておかなければな らない。

(1)意 味 領域 の限定

一例を耳午可(nanuda)と い う動詞に とる。 この動 詞は,① い くつ かの

部分にわけ る,② ほかの入 と飲食 を ともにす る,③ 別 々の方向に行 く,④

ほか の人 と話をす る,⑤ 苦楽を ともにす る(苦 楽 をわか ちあ う),⑥ 同 じ血

筋を もつ,と い った6つ の意味を もつが,レ}午 叫の受身 形しト午01叫(nan-

uida)は ①③⑥ の受身につい てのみ使われ,② ④⑤につい ては使われ ない 。

日本語で も 「ぼけ る」に対 して 「ぼかす」 があ るが,「 頭 がぼけ る」 に対

し 「頭をぼかす」が存在 しない ような ものであ る。しかし,以 下の論述 で

は,ヰ 午可に対応 しててヰヤ01叫 とい う受 身形が存在す る とい うこ とにす

るo

(2)場 の 限定

周叫(皿6kta食 う)に 対 して司01叫(m6gida食 わせ る)が あ る。唄oi叫 は

確かに食わせ るとい う意味だが,多 くは家 畜にエサを与 えた り,幼 児に食

事を させ るような場合に限定して使われ る。しかし,こ れ もここでは 唄耳

に対 し肩ol叫 とい う形があ るとして扱 う。

(3)音 声 との関連

r}叫(antta抱 く)の 使役形は妊71叫(直ngida)でaの ところに ア ク セ ン
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トがあ り,受 身形(蛙714a血glda)はiの ところに アクセ ソ トがあ るけれ

ど も,綴 りとしては同一であ る。本論では こうした類いを受身 ・使 役同形

と呼ぶ よ うにして,音 声 面につ いては触 れない。

(4)格 助 詞等文脈全体 との関連

〔二〕 章 〔亙〕r使 役 の用例」a型 のと ころ で触れた主語の問題 もその一

っであるが,煩 墳 なので省略す る。

以上4点 はいちお う考慮外に おいて話 を先 にすす めたい。朝鮭語 の動 詞

は 自動詞 と他動詞にわかれ る。もづ ともユ叉1叫(kむt∫hida〔 雨 が〕や む,〔 歌

を〕やめる),叫 嵜叫(ta上ada力 を つ くす,力 がつ きる)等,一 部 の動 詞は

自動詞 としても他動詞 としても漢われ る。

他勤詞 の前 には対格 の吐(助 詞)を 伴 った 目的語 である名詞が来 るのが通

常であるが,と ぎには対格 の吐を伴 って も自動詞 である場合が あるのは 日

本語 と同 じである。

盆痔暑 引1叫叫。 林 の中を さま よう。

明司昌 フに1。 百 里を行 く。

測・恥斗(さ まよ う)。7ト耳(行 く)は 自動詞 である。・

〔D.他 動詞の使役形

一部の他動詞 と自動詞は
,お のおの使役形 と受身形 を もつ(こ の点英語

な どとは ちが う。 しかしなが ら・や は り他動 詞の受身形,自 動詞 の使役形

が圧倒的に多 い)。 第二章 の受身 の用例d型,使 役 の用例c型 が これで,

そ の形態 は,動 詞語幹に接尾 辞01(i),司(hi),司(ri),71.(ki),与.(u)

を 添 加す る。各2例 ずつあげる。

(1)接 尾 辞ol(量)

唄 叫(m6kta)→ 噂01耳(m6g♂da)食 う→食わせ る

誕晦(haltta)一 →蛙ol叶(halt∫ ぬfda)な め る→ なめ させ る

(2)接 尾 辞司(hi)

唱 じ干(6p訟)→ 唱司斗(6ph∫da)せ お う→ せおわせ る
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(3)

留叫(ikta)→ 割 司斗(ilkh∫da)読 む →読 ませ る

接尾辞司(ri)

麿 叫(kalda)→ 巷司司L(kalr∫da)磨 く→ 磨かせ る.目

望互斗(p61da)→ 望 司4(polぜda)・ も うけ る→ も うけ させ る(=も

うか る)

(4)接 尾 辞 オ(ki)

畦 叫(antta)→ 吐71井(an8∫da〉

唄 叫(ssitta〉 → 奨 フ博(ssitた 記a)

〔皿 〕

(!)

(2〉

(3)

(4)

抱 く→抱かせる

洗 う→洗わせる

他動詞 の受身形

接尾辞01(D

駅}司L(ssa(la〉→ ぷト011斗(ssaεda)包 む →包 まれ る

盈叫(ssoda〉 →iol叫(sso♂da)射 る→射 られ る

接尾辞司(hi)

号 叫(mutta)→ 量 司叫(血ut∫h♂da)'埋 め る→埋め られ る

叫叫(pakta)→ 叫司 叶(pakhガda)は め こむ→は め こまれ る

接尾 辞司(ri)

量 叫(phalda)→ 殺匂 耳(pha17∫da)売 る→売 られ る

望叫(milda)→ 望 司叫(milrぎda〉 押 す→押 され る

接尾辞71(ki)

4叶(s呈ntta)→ 篭7h斗(sin4da)履 く→ 履力・れ る

履 叫・(ssitta)→唄 ン1可(ss三t配da)目 洗 う→洗われ る

〔皿〕 自動 詞の使役形

自動詞 の使役形 は,使 役形 であ ると同時 に,.も との自動 詞に対応す る他

動詞 になる。

(1)接 尾 辞ol(i)

弄 叫(t∫ukta)→ 爵01叶(t∫u塵da)死 ね →殺す(死 なしめ る)
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俳斗(nada)→ 司 叫(n記da←na♂da)出 る→ 出す(出 させ る)

(2)接 尾 辞司(hi)

剤 叫(甑ta)→ 司司 叫(sik庖da)冷 め る→冷 ます

唄斗(圭kta)→q司 俳(ik雇da)な れ る→な らす

(3)接 尾 辞司(ri)

せ 叫(nald丑)→ せ司叫(na17∫da)飛 ぶ→ 飛ぽす

せ可(salda)→ せ 司叫(saレ ∫da)生 き る→生かす

(千)接 尾辞71(ki)

舌 叫(sumta)→ 舌71叶(sum8記a〉 か くれ る→か くす

喪叫(utta)→ 岳71叫(ut削da)笑 う→ 笑わ せ る

(5)接 尾 辞ol辛(iu)ま た は辛(u)

冴 崎(thada)→ 囲 辛舜(thおuda←taゴ π(la)燃 え る→燃やす

刀叫(kk舳)→ 凋亭叫(kk剛da)悟 る→悟 らせ る

(6)接 尾 辞干(ku)

喪 可(sotta)一 →宍干叫(sot肋da)突 き 出る→ 突 き出す

望叫(01da)→ 望 子斗IO18ぬa)凍 る→凍 らす

〔N〕

(1)

(2)

自動詞 の受身形

接尾辞01(i)

三 叫(tt丘da〉 → 三司1斗(tt丘`da)・ 目があ く→ 目が あけられ る

接尾辞司(hi)

4叫(k6tta)→ 虐 司叫(k6t々 ∫da)霧 ・煙が晴れ る→霧 ・雲が一 掃

される

(3)接 尾 辞司(ri)

せ 井(nalda)→ せ 司叫(na17∫da)飛 ぶ →飛ば され る

望τ斗(y61da)→ 望 司じ予(y61r∫da)あ く→あレナられ る

〔V〕一hada動 詞 の使役形 ・受身形
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(1)一 苛叫(hada～ する)形 の動詞では,一 計叫(hada)の かわ りに一ス1

ヲ1叫(sikhida)を 入れれば僅役形に,一 胡可(t6da〉を入れれば受身

形になる。

解放計斗(解 放す る〉,解放λ1ヲi斗(解放させる),解 放肩舜(解 放さ

れる),推 進苛斗(推進する),推 進λ圖4(推 進させ る),推 進月叫

(推進される)

(2)2字 の漢字語を語幹に含む大部分の苛叫(hada)動 詞は上記の形を

とるが,一 部の計叶動詞は一項叫(舳)形 を派生させない。 これ

に属す る計叫動詞には以下のようなものがある(苛叫を省略)。

仮装 講習 拍手 男服 服従 飛行 旅行 干

渉 物色 驚嘆 彷径 談話 不平 待遇 覚悟

問答 激戦 傍観 努力 紛争 独唱 面刀(カ ミソ

リで顔をそる)答 状(返書)

(3)漢 字一字からなる舜可(五ada)動 詞は受身の一肩叫(t6da)動 詞を派

生させず,使 役の一刈ヲ1叫(sikhida)形 も派生させない。

減計叫 表奇叫 求苛井 禁研舜 等

(4)胡 叫(tOda)形 があっても,こ れに代る嵜叫(血ada)形 がない場合

もある。したが って胡叫動詞のすべてが必 ず し も受身とはいえな

いo

苛責司可 連係胡埼 相値胡再 欠員胡叫

利益胡叫 所鯛 叫 高潮胡叫 麻痺司耳

既定肉叫 矛盾胡叫

〔豆〕 受身形 ・使役形にともなう諸点

(1)朝 鮮語の大部分の動詞は,受 身形 も使役形 ももたない。すなわち・

動詞に接尾辞を付加する以外の形で,受 身 ・使役の意を表現せざるをえな

い場合が多い。たとえば,次 のような動詞は受身形も痩役形ももたない。

各2例 ずつあげる。
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値動詞

裂斗(kitta汲 む)司 一叫(hadaす る・。思 う)

自動詞

7ト叫(kada行 く)一 皇叫(oda来 る)

寄 叫動詞

思慕司一斗(samoha(1a慕 う〉

苦心叫斗(kos玉mhada苦 心す る)

(2)使 役 形 のみが あ って受身形奪 もた ない動 詞

他動詞

4可(sint盤 履 く)→ 刈L71じ}(s玉ngida)

司一斗(thada燃 え る)→ 闘一孚一4(th麗uda)

自動 詞

え『叶(s6da立 つ)→ 司亭Pト(seuda)

訓 斗(phida咲 く)→ 司亭叫(phiud且)

(3)受 身 形のみがあ って使役形を もたない動詞

他動 詞

午三聾(nurUda押 さ える)→ 寺司可(nulrida〉

噌叫(k6kkta手 折 る)→ 項01叫(kk6kkida)

自動 詞

望叫(y61daあ く)→ 望司4(y6h7id急)

三 叫(th丘da間 が あ く)→ 三 〇1叫(th湿da)

(4)使 役 形 も受身形 も ともに もつ動詞

(イ)使 役 ・受 身が同形の動詞

蛙斗(antta抱 く〉→食}71叶(ang玉da)

号 耳(muld呂 咬 む)→ 号司 井(mulr1da)

せ 叫(naida飛 ぶ)→ せ司叫(n母1rida)

(ロ)使 役 ・受身が異形の動詞

刺叶(kkidaは さむ)刀1辛t斗(kkiudaは さ ま せ る)
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(kk赴daは さ まれる)

益 レト(船uda〔 帽 子を〕 かぶる)判 辛:斗(ss蛾udaか ぶ せ る)三

〇i叫(ss漁da)か ぶ せ られる
。

い ま2～3例 ずつ しかあげ ていない のでわか りづ らいか もしれ な い が,

朝 鮮語 の他動詞 には,使 役形 よ り受身形(被 動態)が 圧倒 的に多 く,自 動詞

には,受 身 よ り使役形が はるかに多い。他動 詞にはそ の基 本型を補 うもの

として,自 動性 を もつ受身形が要求 され,自 動 詞に はその基 本型を補 うも

の として,他 動性を もつ使役形が要求 され るか らで ある。

動詞 の使役形 はそれ 自体が他動性を もち,畳 身形 は.自動性 を もつ た め

に,他 動 詞 または 自動詞 の使役形か らあ らた な侮動 詞が作 られ,他 動 詞 ま

た は 自動 詞 の受身形 からあらたな 自動詞が作 られ る場合が ある。1例 だけ

あげれば,せ 斗(nalda飛 ぶ)と い う自動詞は,使 役形 せ司叫(nalrida飛 ば

せ る,飛 ぽす)を もつ。 そのせ司叫(na1噸a)は 「飛 ばす 』 とい う原義 か

ら,「 仕事 をが んや ってや る」「名をはせる」 とい うあ らたな意味領域 を開

拓す る ことにな る。

〔四〕 受身 ・使役表現の対照

国立国語研究所編 『現代語の助詞 ・助動詞函に含 まれる 「れる」 「られ

る」,「せ る」 「させ る」 「しめる」 の全用例の文章を朝鮮語に翻訳した と

き,そ の朝鮭語は どんな表現をとるであろ うか。そ こに日本語≧の対応関

係がみいだされるであろうか。あるとすれぱどんな対応がみられるであろ

うか。それが この章のね らいである。

以下の表の(イ)(ロ)(ハ)… は 『現代語の助詞 ・助動詞』の分類によるも

のである。用例の文が長い場含には,受 身 ・使役表現の箇所を残して他の

部分は省略した。用例中の 日文の1日かなづかいの部分は新かなづかいに改

めた。表の左側には 目本語の原文を,右 側にはその朝鮮語訳を,中 央部分

には,日 本語の受身 ・使役を朝鮮語で表現する場合の形を類型別に表示し

た。
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られる(受身)

(イ)動 作 ・作用の直接的受身。他動詞につき 接尾辞 一patta
tδda

その他動詞の目的語が主格に立つ場合。
一・憤ng-

haha

子供のようにあやしなだめられなければならぬ ○

自分

この研 究 は … … イギ リス のW・ ワ ッ トらに よ っ O

ては じめ られ,現 在 で は 一一… 詳 し く調 ぺ ら れ ○

て お り

今日大学へ進む途は広くあけられている。 ○

手数料が実質的に引上げられているため ○

効果が達せられるという事態は ○

ごんど避妊薬が公認され,又 妊娠中絶公認の法 ○

案が国会にかけられるなど

大きな例外が認められることになった ○

明日にもあそこに追いつめられるのだろうな。 O

この城は,こ の方面から攻められれば, ○

(P〉 動作 ・作用の間接的受身。〔イ〉と同様,

他動詞につ くが,そ の他動詞の目的語が目的格

に立つ場合。すなわち,主 格は別に存立しう為。

せっかくの創意を,ま ねられないようにしたい o

もの だ。

三振王なんて,あ だ名をつけられているんだ。

内緒ごとを見られちゃった。

生じっか手を取って教えられるよりも ○

私何でも姑に相談 しますが,教 えられることば ○

か りです 。

あのノー トを棄てられれば,も う代 りがない。

(ハ)動 作 ・作用の利害関係(迷 惑の場合 が 多

い)。 自動 詞 に つ く。

ベニシリンのおかげで,女 房に寝られずにすん

だ 。

女は店の馴染客のひとりに家に遊ぴにこられた (○ 〉

上P
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備 考
不可能

(朝鮮 語訳の直訳)
朝 鮮 語 訳

こどもをなだめるよう 。覚7曝'せ 已聴 撫}舶 者音 蛙ゼ 又トフi

な取扱をうける自分

01唱 干 壱 一… 英 頃 訓W・ 畢 三 号 司1到 舜

、 1佃 索t

○ あ 力二った こ と のた め

小 足 ヂ

上程される 01岨州 避妊薬01公 認日ヱ,王 妊娠中絶公

認到 法案01国 会司 上程男芒 号

認定される モ 例外井 認定耳刃i靖 銀叫。

来 日oi苛 三 刈 フi柵 景 司 州 呈 環ol評 。

攻撃を受ければ ol城 名oi方 面 三呈早司 攻撃音 讐立喧

盗賊に当らない 貴重量 創意巻 唐州剛 盗賊告 当苛ス1曽 別

言}コL埜 爵,

○ 別名を得ている 三振王01"ゼ 別名音 望ヱ 望叫。

○ 秘密がばれる 秘密 。1昔 ヲ1ヱ 鷲 蚊 斗。

指導を うける 司至司 親切母州指導景 壁モ 夷 且叫芒

教えをうける

d始 作萄ユ ス1号音 ……詳細司 調査日ヱ

銀じト。

皇量 大学ユ三 進学計セ 壁金 鶉刈 望司ヱ

獄じト。

手数料聾 実質的立三 告荻71明 是剣(引 上月

ユ 銀71明 呈司D

効果7ト 達成判モ 事態セ

項暑 予望o】モス1刈 司司司州別 相議モ 廿可

斗モ 呈モ 輿司 対甜石 頑辛堪音 暗ヱ 鍛

音 司 叫。

○ 棄てるようになれば 刈 空冊壱 司司刈 司屯01魂 予備7}録 斗。

○ 女房が生ぎた 司レ辺 屯皇1唱 唄皇三 亭司 叫十升 壁蚊晦。

o 客が尋ねてきた。彼女 ユ司剖 店房司 セ 出入嵜モ 蛙音 告瑠釧 妊

はその訪聞を快く日 斗書o}ユ 々子鋼 層ユ 饗oト鞍4 ユ し ユ
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妾 λ ナ 重 か 尋 召 シ 1 セ1 聖グ、ム け 戯 動 呂 び

E
I1そんな事を言 うと,い よいよのろけられるぜ。i

僕はあなたに,そ んな風に腹を立てられる覚え

はないが

あんなふ うに家の中で暴れられれば,だ れだっ

て困るでしょう。

紅る(受身)

(イ)〔(イ 〉(ロ)い)の 分 類 とそ の 説 明 は 「ら

れ る と同 じ」〕
接尾辞

一P艮tta

-tang-

hada

tδda

記録されないから ○

貨客輸送は許されぬ。 ○

意図が蔵されているだろう。

国立学校設置法も国会に提出された。 ○

選ばれた秀才以外には狭い門であった。 O

価値判断の基準がおかれる。 ○

会 議 ば23日 パ リで 開 か れ る。 ○

講和の道が開かれる転機になるだろうとい う意 ○

味 の こ とを い っ て い る。

方向が示されるのであるが ○

五月末開かれる日載組全国大会は ○

もし体験に即 して語られれば

長いものには巻かれろ。 ○

(・)

無知を嘲笑されねばならない。 Q

更めて君に聞かされないでも

僕は足をふまれたら ○

短刀で腹部を刺され,ひ ん死の重傷を負わされ ○

たo

花山教授からBC級 死刑者の遺書を示され
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O

C

わなかったが,

(訪問を受けた。 そ

の上)

女房じまんを聞.くこと

の準備だ

なぜそんなに腹をたて1 号 「已 ¶ δ 己r 椰 幽 已

るのか僕はわからん 呈二搬篭域。

○ らんぼ うをすれば ユ望刈 碧 蛙州刈 行悪含 叫唱,司 甚叫ス1逡

州 嫡4べ}壱 妾 蟹 音 奏 。1呼。

訪問音 畦{}囲r明71ス1曽 鍛モq1・叫プト

(女子モ ユ司到 店房叫 セ 皇モ 量老 舎唱

号虹 赴 祥著司1刈01湘 スi訪 問音 壁致4。

刈叫7D

ユ 叫割 土司 母喧 唱唆 三 可ヤ斗 叶壱暑

暑71ロ ト屯014。

朝 ユ尋別 餌暑 岨豆 ～ 層吐 舜 ユ 原因音

備 考
不可能

(朝鮮 語訳の直訳) 朝 鮮 語 訳

記録 胡 ス1讐71司 号 司1

許容されない' 貨客輸送金 許容胡ス1曽 叫。

○ 意図がか くすようにな 意図アト巷手酬対 頭暑 喫ot叶 。

っ て い るだ ろ う

国立学校設置法三 国会d1提 出耳県可。

選抜された 選抜宅 秀才以外州モ 奢金 門01銀 叶。

価値判断薯 基準6i寺 処可。

会議芒23日 丼司州刈 望屯斗。

講和到401嘘 蒐 転機三 里 環ol叫 モ 意味

到 砦音 戴叶。

表示される 方向01表 示亀 裂olスi吐

五月末剣 唱司モ 日教経全国大会壱

○ 体験によって語れぱ 吐聾 体験硝 訓胡刈 吐計屯

・(電 裂 司1モ 吐 司 聾 。)

嘲笑にあたる 無知暑 嘲笑 当誹ス10トL1苛里 蛙皇 喫014。

○ 君からそ うしたことば 州鷲ム司olせ 州刃1ユ 竜 鷲毫 モスi書 貝叫

を聞かなくても ヱ

峠芒 雪音 醤司岨'

o 重 傷を負った 短刀呈 腹部暑 蔓逡 瀕死釧 重傷金 唱銀叶。

O 花 山教授がもってぎた 花山教授7ト7トス1ヱ 名BC級 死刑者剖 遺書

BC級 死刑者 の遺書 垂 ユヱ

を見て
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通貨を奪われていたのである。

ウマヤの馬を殺された腹 イセか

あたしゃ,こ の年まで,お 前にそんな隠しごと

をされるとは思い もよらなかった。

○

○ ○

着物をごっそ り盗まれるという酷い目にあい

偏見や利欲に明を奪われることなく

そんなに勝負が早 くちゃ取られるのも早い訳で

すね。

家を焼かれれぱ誰だって弱ります。

(ハ)

雨にも降られず,幸 いであった。

主人と二人の子供に死なれ

乙 うち ょ㌧、ち ょ㌧、出 を柔㌧・りさ れ ち ゃ,

女は 僕 に 去 られ る と

何か格が下がる様に思われるのが損ですわ。

子朕にわめかれればわめかれるほど

させる(使役)

一kehada

用 例 接 尾 辞
i,hi,ri等

一(す)る

よ うに す

一sikida

一さ せ る

る

投書を止めさせようとした。 (o)

考えさせられました。

奥さんを人目にふれさせまいとして

ほしいものに○をつけさせ,そ れをたべさせて ○
/脳 古1' (くれましたg

赤ちゃんが満足するまで充分に食べさぜてくだ o

○

さ いQ
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通貨暑 叫嚇71ヱ 鬼銀魁 覆01叶 。

○ ウマヤの馬を殺した事 叫〒垂到 麿音 葺虹日1司 赴 報復蛭7ト

に対する報復か

斗告 司ql州 ユ望剛外ス1キ 望 董01峠 舌司

三 号鍛叫。

ヰセ 班。舳1ユ 朝1評 ス1キ 望 甘量 毫01峠

苦朔三 号戴斗。

○ 盗賊にあう 妾音 暑砦 盗賊 喫モ 号

O 目が暗 くなることなく 偏見司ヰ 利欲則 廿ol司 品判准01叡oi

o 失 ったのも早い ユ馨刈 勝負7ト 叫三剋 書金 環三 叫且裁司

直 。

O 家が燃えれば,(火 災が 噌ol粋 遍〔火災フトヰ喧)ヤ 干扉 困難量 凋

出れば) 。1峠 。

○ 雨も来ないで 司 ヱ ユ ス1曽oBi多 幸 。1銀叶。

○ 主人と二人の子供をな 主 人 斗 。刊71量 暑 鼠。nヱ

くし

O 数多く出入をしては 。博 囲 午斗ム唱刈 出λ金 司刈モ

O 女は,僕 が出て行った ユ 女子モ 甫涛 ヰ社 馴州ゼ

あと

O 思 うようになるのは 格ol量 叫ス1モ 項をoi哨 オ刈モ 挺01r}叶

刀ト斗£ 。

○ 子供がわめけばわめく 州屯o酉井 行悪含 計屯 琶千尋

ほど

不可能 備 考 朝 鮮 語 訳

○ 妨げようとした。(中 投書号 叫ユ司ヱ 墾叶。(投 書号 中止層ヲ1司

止させよ うとした)。 ユ 誤 叫 。

○ 何度も考えました 碧叶言トモ 墾音司叫。

○ 夫人が人の目につかぬ 夫人01唐 釧 セ司1斜 ス1番 ヱ薯

よ うに

まる印をつけるように 唱ヱ 埜妾 奏饒1号音 ヌ圖 苛明 ユ環音 層刈

し食べるようにする 舌隙 音貞叫。

。月717ト 満 足 舜 三尋 充 分 司qo1咳 手 矧 £ 。
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久慈捕手は……四球五球つづけさまに投げさせ

たが

手柄はたてさせたい。しかし

理由を述べさせていただぎます。

日本のものと変らないものを食べさせるとい う

事を主眼とし

作業係りの方で枯枝を集めさせるとい うと警備

隊の方では

捕手は……投球をやめさせると

退屈を感じさせる事は禁物です。目

用を弁じさせるのだそ うであるo

これを……夕飯に食べさせるわけですD

/1、うるさいお客さんだと,洋 月艮屋に悲鳴をあげi

○

O

C

C

○

O

○

○

』 ノ ㌔」ご イD脊 ご ～r⊂,1† 月医日二 羅ム、、雨 こ の ノ

させるようでなけれぱ

そんなきたないもの,早 く棄てさせればいいの ○

に 。

あの男には,あ そこの棚を見させろ。 ○

しめる(使 役)

用 例 接 尾辞_kehadai
,hiri等

_sikida

法範疇は右のように展開をとげしめられるとと

もに

その支配を一面的ならしめられることがない。

地方会計には地方起債等を発行しめてぎたが ○

悪質なものに内i江せしめるに二過 ぎない ○ ○

大資本にのみ利潤を保証せしめるところの ○

計画を水泡に帰せ」めるかも知れぬ ○

私をしていわしめれば

せる(使役)

用 例 接尾辞 1-kehada!一si臨

1

黒白のきまるまでは使わせない。 Ol
E
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たててやるようにした

O理 由を述べ ます。Lい

集 め る よ う炉こし よ うと

久慈彌手セ 四球 五球 司キ 投球刈銀音q

叫唾

功績金 矧唱 千刈 計ヱ 翌叫。ユ司俳

理由暑 蔀 ト頻音可叫。.

日本 環聾 せ名 食事暑 刈虹耳モ 挺苦 主眼

旦 爵暗

作業係研刈セ ・ト暑7ト ス1号 干斜 ヨ.三測 朴

すると警備隊では 司ヱ 言快i警 備隊州刈モ

捕手モ…・一投球昔 中止刈刻寿

倦怠感音 と胡刈 科壱 凍暑 禁物ol井 。

用件金 λi剋4ヱ 赴叫。

ol項含 刈貝 食事 峨 唄刈 叫モ 項唱貝叫。

O 洋服屋の主入が悲鳴を 外可呈を 金唱01脅 ヱ 洋服噌 主人01悲 鳴音

あげるほどの人でな 刈暑疲R}べR}010トq魁

ければ ユ赴 司司を 壌,畦 司 司司州 誹三尋 嵜唱

晋含 重
ユ 井ヰol州 州 刈 阻吐音 ユd書 。

不可能 備 考 朝 鮮 語 訳

O 展 開すると同時に 法範疇芒 羽斗 看ol展 肉量斗 同時州

Q支 配が一面的に規制さ

れる

○

内訂されるようになる 』.

(内証させるものに)

利潤を保証した(保 証

さ喰た)

○ 私はこう思います

ユ 支配7トー面的ユ三 規制曼 牛7ト線 可。

地方会計州肩芒 地方起債 号音 発行λ1頭 鍛

ユレト

悪質社 裂.三呈 内証項州 噌州(刈4挺 州)

ス1叫xl

大 資本司i唾利潤音 保証赴(保 証刈況L)

計画音 水泡旦 暑妊外州 叫州 量モ刈三 三

ヱ壱

耳セ01尋 瀦1碧 評響月叫。

不可能 朝鮮語直訳 朝 鮮 語 訳

使えないようにする 黒自61決 定塁 魂叫ス1セ 昊坐州 赴蒔。
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それをねえちゃんにいわせようなんて ○

売春させられている女たちは

無理に薦めて承知させ

みすみす死なせはしなかったわ。

お騒がせして申訳ごさいません。

ジェリィの気を悪 くさせた りした。

私も失礼させていただきます。

加工品の製造 ・販売を厳禁する建前で運営をさ

せる。

O

○

○

○

て;Oo

年増を泣かせるとはすごい腕だ。 ○

おこらせるといけないわ。 ○

麦を早播させるからこんななのだ。

おいしいものを食わせるね

その矛盾を うめること,調 和させることが難し ○

いですね。

これを一定速度で回転 させるもので ○

声を出させるのはどのようにして 孕 ○

民主連合政府を成立させ,全 中国を統一させる ○

ために必要な一切の準備 ○

デ ィヅクを勝たせる様に頼んだ ○

私にいわせれば

ひ と通り喋るだけ喋らせろ ○

〔五〕.お わ りに

朝鮮語 の受身 ・使役 についての研究は,日 本ではもちろん,本 国 でも進

んでい るとは思 えない。現在の段 階で 日本語 との対照を試み るのは蟷螂 の

斧に も似た 力にあ まる作業であ るか もしれない。それで もなお 日本語教育

の現場が必要 としているな らば,前 章 の対照作業 から,つ ぎのこ とくらい

はい えるのではないカ・と思 う。

(1)日 本 語 のrれ る」rら れ る」rせ る」rさ せ る」は・一部 の動詞(た

とえば,飲 め る,読 め る,に あ う,い る 〔要〕,み える,き こえる,あ る

等)を 除い て は 大部分 の動詞に接続 可能であ るのに,朝 鮮語では接尾辞添
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Q強 要 されている女

Q騒 ぎをおこして

○目 私ももう帰ります。

○ 播種をあまりに早 くし

たから

○ うまい飲食を出す

咀貞7ト 雪言圃 舌圃 モ 貝金 司早 科ス1雷 ゑ

ヰ

売春音 強要当研ヱ 銀モ 女性巻名

唄刈三 勧苛哨 応諾ス圖 ユ

省ス囹 脅州 君トス1セ 誓繋音 円oト。

土号音 望ユー 司奢脅q叫 。

そ司釧 気分音 傷言回 言トモ 苛蜂斗。

ス『5=oマ天晋モ}モ計oト7ト3汲音L1【十。

加工品暫 製造 ・販売そ 原則的三三 厳禁量

方針立三 運営刈述叶。

中年女人音 音屯4ゼ 葵畠 薯な赴 手腕虹司。

罫暑 現州 苛屯 吐瑚三。

ヱ司 播種音 同干 唖司 計司井01赴 形便01

0ト。

安 銀モ 飲食音 剣寺金 須oi〒 峠。

ユ 矛盾音 蝕。1舜モ 葵,調 和刈司壱 項oI

司 唱量豆。

oi夷 音 一定速度呈 回転λ1ヲ1セ凍01ユ

土司暑 朗瞬 ぢレi羽 司刈モ 軒響刈 万ト岨

民主連合政府著 成立ス国 司,全 中国音 統一

べXヲ1アi訓 覧}必 要 越 一切 斬 準 備

q音oレ1剛 計三一尋 付託皆ト票叶。

○ わたしの意見をいえば ヰ潮 意見含 蛙瀞屯

晋刀トス1雪 暑 ス国 叫。(叫 暫音 メ図 評)

接 尾 辞
patta

畑nghada
t6da 不 可 能

ら れ る 2 6 6 9

れ る 9 2 5 16

計 11 8 11 25'

接 尾 辞 keh日da sikida 不 可 能

さ せ る 2 7 5 5

せ る 1 7 7 6

し め る 0 2 3 4

計 3 16 15 15
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加法に よって,受 身 ・使 役を表現で きる範囲は きわめ て限 られ る。前章 の

対照表で○ 印の数をかぞえる と前ぺ一ジの表の よ うにな る。

朝鮮 語でい うr被 動形」phidong血y6ngr使 役 形」(say6khyOng)は,

接 尾辞添加型 に属す る ものだけを さす。patta,tanghadaが 受 身をあ らわ

し,kehada,sikidaが 使 役を文 脈の中で表わすか らとい って,そ れを 「被

動形」「使役形」 とは呼 ばない。(だか ら朝鮮 語 の 「被動形 」・「使役形」 と,

日本語の受身 ・使役 を比較す るな らば,狭 く考えれば接尾辞 添加型 との比

較 だげを論 じ.れぱ よいわ けであ る。〉

朝鮮 語の 「被動形」 「使役形」 がいかに きゅ うくつであ るかは上記 の表

をみれば一 目瞭然であ る。「れ る,ら れ る」 の用 例 鵜 例を朝鮮語に訳 した

とき,「 被動形」.を使 えるのが わずか10例 。(む りすれば11例)。 使役 の

場 合は,日 本語 の 「せ る,さ せ る,し める⊥ をあわ せて 舶 例 の うち朝鮮

語 の 「使役形」 で表 現でき るのは,わ ずか3例 であ る。受身 ・使役 をあわ

せれば,日 本語95例 中13例 が 接尾辞型 で表わ せ るだけであ る。 朝鮮 人

に とって,日 本語 の受身 ・使 役がにがてなのは,こ うした事 情か らも当 然

の こととい える。かれ らが 「語 順が ぎわめて近いか ら日本語はや さしい」

とい う結論 に到達 しえない所 以であ る。・

(2〉 日本語で受身表現を とる場 合,49例 中25例 で朝鮮語 ではいかな る

形を とろ うに も受身 ・または受身的表現 を とる ことができない。使役につ

いても,46例 中15例 は 不可能に属す る。 この場 合,発 懇 の転換 をしい ら

れ ることにな る。 どの よ うな発想の転換を しい られ るかは,前 章 の表 の備

考欄に記 しておいた。

(3)受 身 の表 現が朝鮮 語ではかな りきゅ うくつ だ とさきに述べ たが,

い わゆる 「達惑の受身」(自 動 詞の受身 形)は,100パ ー セン ト朝鮮 語では

受 身表現を とれない%

(4)r非 情 の受身」(動 作をしかけ る も の と動作 を受け るもの とがあ っ

て,動 作を受 ける ものを主 語 とす る直接的受身),た とえばr個 性が尊 重

される」 式の表現 は,西 欧語の影響を受けた ものであろ うが,朝 鮮 語で も
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現在では ご く一般的に使われ る。 ことに学 術論文 な ど に は 多用 され てい

るo

(5)2字 の漢字語 を語幹に もつha面 動 詞(日 本語 の,名 詞+す る,の

形 に似 る)に つ いては,動 詞の意 味や 性格にかかわ りな く,t6daを つ け て

受身を,sik呈daを つ けて使役 をあ らわす こ とが できる。 もっ とも,tαla形

を もたない動詞 もあ り,ま た,t6da形 を とって もその動詞がすべ ては受

身でない ことは・三章で述べた とお りであ る。 これに対 して・sikidaに い

かな る場合で も使役を表わす。

(6)使 役 表 現で もっとも多いのはkeha(1a(～ の よ うにす る〉とい う表

現であ る。 この表現 の場合,日 本語 と朝鮮語 では主語がかわ って くる。 た

とえば 「かれをお こらせ るといけない」 と い うの を朝鮮語 では 「(あなた

は)「 かれがお こるよ うにす るといけない」 と表現す る。

(7)「 考 えさせ られ る」 式の,受 身 と使役 を重 ねた表現一 実 際上 の意

味 としては,自 然 に誘発 され て変化す るさまを示す表現一 は朝鮮語 には

ない。「発展 を とげしめ られ る」 も,朝 鮮語 では 「発展す る」 とい うほか

ない。

(8)本 論 は・ 日本 語を もとに し て朝鮮語 の受身 ・使役 の表現をみ てぎ

た。つま り,日 本語の受身や使役を,朝 鮮 語では ど う表わすか,と い う点

にだけ留意 して きた。 しか し,ほ ん と うは これだけでは不十分 であ る。 と

い うのは,日 本 語で受身表現を とらない場 合にで も,朝 鮮語 では受身 の形

式を とることが ままあるか らであ る。 日本 語で 「黒白が きまる までは」 と

い うところを朝鮮語 では 「黒白ol決 定塁 魂 叫スi」(黒 白が 決定 され ると

きまで)と 表現 し,日 本語 で 「哲学 と密着す る」 とす るところを,朝 鮮語

ではr哲 学斗 密着墨叫」(哲 学 と密着 され る)と し・r都 市人 口の集 中現 傑

5)147ぺ 一 ジの表 は,「 れ 為 られ る」 の用 例49,「 せ る,さ せ る,し め る」 の

用 例46に つ い て,朝 鮮 語 訳 の対 応 関 係 を示 して い る。 表 の数 宇 の 合 計 が,受

身52,使 役49と な って い るの は・1つ の 用 例 が朝 鮮 語 で2つ の形 で表 わ され る

場 合,つ ま り〔四 〕章 の 表 でO印 が2つ つ け られ て い る場 合,2と 数 えた か らで

あ る。 こ う した 重 複 は・ 「られ る」 で2例,「 れ る」 で1例,「 させ る」 で1例,

「しめ 喬」 で2例 あ る。
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等が作用す る」をr都 市人 口q集 中現像号ol作 用宅 叫(作 用 され る)」 と

し,「 精神史 的問題 にかかわ る」 を 「精 神史的問題 州 関連墨叶(関 連 され

る)」 とす る。 日本語 の能動態表現が朝鮮語 では受動 態を とるのは漢字 語

+鞘 可(t6da)の 場 合に限 られる ようである6P。

以上,結 論めいた ことをい くつか述べて ぎた。 も う少 し深い分析が要求

され るか もしれないが,い まの ところは これ以上 のことは い え そ う もな

い。 もし,日 本語教育者に とって参考にな ることがあ るとすれば,そ れは

結論部分 よ りば,結 論 を導 きだすに至 る二,三 章 ク)作業 σ)ほうにあるか と

も思われ るが1枚 数σ)関係で資料 を大幅に カッ トしたのが心 残 りである。
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